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将来見通しに係わる記述についての注意事項

本説明資料における表示方法

本説明資料に記載されている将来の業績に関する見通しは、公表時点で入手可能な情報に基づく将来

の予測であり、潜在的なリスクや不確定要素を含んだものです。

そのため、実際の業績はさまざまな要素により、記載された見通しと大きく異なる結果となり得ることを

ご承知おきください。実際の業績に影響を与えうる要素としては、日本および海外の経済情勢、市場に

おけるエプソンの新商品・新サービスの開発・提供とそれらに対する需要の動向、価格競争を含む他社

との競合、テクノロジーの変化、為替の変動などが含まれます。

なお、業績等に影響を与えうる要素は、これらに限定されるものではありません。

数値： 表示単位未満を切り捨て

比率： 千円単位で計算後、表示単位の一桁下位を四捨五入
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1. 概要1. 1. 概要概要

2. 詳細2. 2. 詳細詳細2. 詳細2. 2. 詳細詳細
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売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

四半期純利益四半期純利益

換算換算
レートレート

USDUSD

EUREUR

-8.6%

-8.8%

-18.5%

-197

-188

-312

-

-

2,177

36

23

△32

81.74円

117.40円

- -313 -14.4%

△161

△164

80.20円

102.91円

1,863

20122012年度年度

%%1Q1Q実績実績

1.7%

1.1%

-1.5%

-

税引前利益税引前利益 -17.1% -3245 △3190.2% -

-

増減

増減額 増減率

2011年度

1Q実績 %

△344

決算ハイライト （第1四半期決算）

△16.13円 △192.67円EPSEPS

（億円）

２０１２年度 第１四半期の実績

売上高は、前年同期比 ３１３億円減収の １，８６３億円、

営業利益は １６１億円の損失、

四半期純利益は ３４４億円の損失。
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第1四半期決算の総括 (社内計画対比)

事 業 環 境事 業 環 境

売 上 高売 上 高

営 業 利 益営 業 利 益

四半期純利益四半期純利益

欧米市場は想定以上に回復感に乏しく、新興国市場も成長

鈍化が顕在化

IJP、PRJ、POS関連製品の販売未達

⇒ 一方で、IJP本体(対前年+15%)、PRJ(対前年+20%)と、

市場環境が厳しい中でも着実に数量成長を実現

IJP本体の先行生産影響

IJP消耗品販売未達影響

原材料高騰などによるコストダウン未達影響

タイ洪水にともなう調達先変更

和解金の支払いによる訴訟の解決に伴う特別損失の計上

計 画 前 提計 画 前 提 前年同期比でユーロ安、IJP本体生産数量大幅増などから

四半期営業赤字を前提

※ IJP : Inkjet printer
POS : Point of sales
PRJ : Projector 

第1四半期決算の総括



5

前提の見直し前提の見直し

第2四半期から下期に向けた対応

対 応 施 策対 応 施 策

情報関連機器各事業を中心に市場前提を見直し、全社の期初業績予想を

下方修正

⇒ 市場自体の弱さを勘案し軌道修正する

⇒ オペレーションの範囲で挽回する

情報関連機器は、期初の計画数量は追わず販売数量目標を引き下げ、

生産･在庫計画を見直し、着実に損益をコントロール

下期に向けた、IJP、LFP、PRJの強力な新製品の着実な投入

PRJ、SIDM、POS関連製品の入札案件の確実な取り込み

計画に沿ったコストダウンの達成

費用の精査と効率的な執行
※ IJP : Inkjet printer

LFP : Large format printer
SIDM  : Serial impact dot matrix printer
POS : Point of sales
PRJ : Projector 

第2四半期以降の対応
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20122012年度年度

売上高売上高

営業利益営業利益

経常利益経常利益

当期純利益当期純利益

8,779

246

270

50

%%

2.8%

3.1%

0.6%

-

税引前利益税引前利益 156 1.8%

増減額 / 増減率2011年度

実績 %（億円）

EPSEPS 26.22
円

3.2%

3.2%

-70
-20.0%

- -200
-2.2%

280

280

8,700

1.5%130 -100
-43.5%

-90
-64.3%

27.95
円

8,900

350

330

140

3.9%

3.7%

1.6%

-

230 2.6%

78.26
円

+33
+13.7%

+9
+3.6%

-79
-0.9%

-26
-16.8%

-0
-0.6%

前期
実績比

4/27
予想比

換算換算
レートレート

79.08
円

108.98
円

76.00
円

101.00
円

75.00
円

100.00
円

50 0.6%

USDUSD

EUREUR

4/27予想 % 今回予想今回予想

-50
-15.2%

2012年度業績予想

今回予想

2Q以降の予想前提レート

USD： 75.00円

EUR： 100.00円

２０１２年度の業績予想

以上を踏まえて、２０１２年度の業績予想を修正。

売上高は、前回予想を２００億円下回る８，７００億円、

営業利益は、７０億円下回る２８０億円、

当期純利益は、９０億円下回る５０億円に修正。
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2. 詳細2. 2. 詳細詳細

1. 概要11. . 概要概要
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1) 2012年度 第1四半期決算

2) 2012年度 業績予想2) 2012年度 業績予想
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1,610
1,946

455 475

446
370

151 7

6

-27 -23 -23 -20 -23

1,594
1,766

1,470

411

7

2

83
7

2

14

-500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2011/1Q 2011/2Q 2011/3Q 2011/4Q 2012/1Q

（億円）
1,8631,8632,0772,077

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

消去

前年同期比 -148

前年同期比 -43

前年同期比 -123

2,1772,177 2,3912,391 2,1332,133

四半期売上高推移 事業セグメント別

前年同期比 -313

連結合計

事業セグメント別の 四半期 売上高推移

情報関連機器セグメント は、前年同期比１２３億円の減収、

デバイス精密機器セグメント は、前年同期比４３億円の減収。

その他セグメントの減収は、中・小型液晶ディスプレイ事業の終結によるもの。

なお、当四半期の売上高の為替影響は、

情報関連機器セグメントを中心に、約７２億円のマイナス影響。
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1,272
1,133

287
303

-2

36
40

-5

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2011/1Q 2012/1Q

（億円） 1,5941,594 1,4701,470

プリンター

ビジュアルプロダクツ

セグメント内消去

前年同期比 -3

前年同期比 +16

前年同期比 -139

• PRJ:ビジネス/教育市場向け

数量増

売上高比率
’11/1Q ’12/1Q

IJP 65% 65%
PP 12% 11%
BS 21% 21%
SCN他 2% 3%

売上高比率
’11/1Q ’12/1Q

PRJ 87% 87%
他 13% 13% • IJP:本体数量増、消耗品数量

減、為替影響により減収

• PP:本体・消耗品数量減、為替
影響により減収

• BS:・SIDMは数量減、POS関
連製品は数量増
・モデルミックス、為替影響に
より減収

※ IJP : Inkjet printer
PP : Page printer
BS : Business systems
SIDM  : Serial impact dot matrix printer
POS : Point of sales
SCN : Scanner
PRJ : Projector 

四半期売上高比較 情報関連機器セグメント

PC、その他

情報関連機器事業セグメントの第１四半期 売上高

当セグメントでは全ての事業が、円高による影響を受けた。

プリンター事業は、１３９億円の減収。

インクジェットプリンターは、本体は数量増となったものの、消耗品が本体稼働台数が十分回復して

いないことに加え、前期末の拡販の影響により数量減となったこと、およびユーロ安による為替影響に

より減収。

本体の地域別状況については、欧米市場が前年割れとなる中、当社は米州、欧州、アジア地域において数量

増。

ページプリンターは、案件の時期ずれや減少などによる影響から本体、消耗品数量の減少により、減収。

ビジネスシステムは、ＳＩＤＭが、中国向けの徴税需要がピークを迎えていた前年に比べ数量減となった

こと、またPOS関連製品が、米国、アジアの小売店舗向けに数量増となったものの、普及価格帯製品の販売が

中心となったことに加え、為替影響もあり、減収。

ビジュアルプロダクツは、プロジェクターが中国やアジア、欧州市場をはじめ全地域でビジネス・教育市場向け

に数量増となり、前年同期比１６億円の増収。

社内計画との比較について

インクジェットプリンターの売上高は、本体が数量未達となったこと、消耗品が前期末拡販の反動と本体販売数

量未達の影響を受けたことから、予想を下回った。

ビジネスシステムは、ＳＩＤＭは中国の徴税需要を中心に概ね予想どおりだったものの、ＰＯＳ関連製品の欧米

市場における景気後退や案件の時期ずれなどの影響により予想を下回った。

ページプリンターは、景気後退や案件の時期ずれなどにより、またビジュアルプロダクツは、

プロジェクターが米州における大型案件の先送りや、中国におけるチャネル在庫増加の影響を受けたことによ

り、予想を下回った。
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294
245

172
176

-11 -10

-200

0

200

400

600

2011/1Q 2012/1Q

（億円） 455455 411411

セグメント内消去/他

デバイス

精密機器

前年同期比 +3

前年同期比 -49

売上高比率
’11/1Q ’12/1Q

水晶 63% 61%
半導体 37% 39%

• 水晶 ：ASP低下、数量減少

• 半導体：シリコンファンドリー
数量増、コントローラ、ドライ
バの数量減で減収

四半期売上高比較 デバイス精密機器セグメント

• ウオッチ事業を中心に
堅調に推移

デバイス精密機器事業セグメントの前年同期比較

デバイスは、水晶デバイスが、ＡＳＰの低下 ならびに景気低迷による需要の

減少により、また半導体が、シリコンファンドリーが増となったものの、

コントローラやドライバの数量減により、減収。

精密機器は、ウォッチ事業を中心に堅調に推移し、前年並み。

社内計画との比較では、デバイス、精密機器ともに、ほぼ予想どおり。
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198 190 178 179

58 58
24 49

274 253
324

269

192

5731 36
5437

29

257

24.3%
26.0% 25.8% 26.1%

27.7%

0

100

200

300

400
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600

700

800

2011/1Q 2011/2Q 2011/3Q 2011/4Q 2012/1Q

516516

（売上高比）

528528 540540 616616
（億円）

人件費

販売促進費

広告宣伝費

その他

前年同期比 -16

前年同期比 +5

前年同期比 +4

前年同期比 -6

555555

四半期販売費及び一般管理費推移

販売費及び一般管理費の四半期推移

広告宣伝費、ならびに販売促進費は震災の影響により費用支出を抑えた前年同期

と比べ若干増加したが、全体的に費用の効率的な執行に努めたことに

より、前年同期を下回る金額となった。
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13

134125

-59

232

155

15

-11

28 19

-4-3-4-3-3

-200

-100

0

100

200

300

2011/1Q 2011/2Q 2011/3Q 2011/4Q 2012/1Q

△161△1613636 3131 143143（億円）
3535

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

前年同期比 -1

前年同期比 -9

前年同期比 -184

四半期営業利益推移 事業セグメント別

全社費用-115 -99 -106 -116-115

事業セグメント別の四半期営業利益推移

全社として、為替により約４６億円のマイナス影響。

情報関連機器は、前年同期比１８４億円減益の５９億円の損失。

インクジェットプリンターは、消耗品の減収に加え、震災の影響を受けた前年に比べ大幅に本体の生産数量

が増加していることによる費用増により、減益。

ビジネスシステム、ならびにページプリンターは、減収により減益。

ビジュアルプロダクツは、増収となったものの、プロジェクターの新興国を中心としたエントリーモデルの販売

増加によるASPの低下に加え、売上拡大に伴うコストの増加や、生産能力増強に伴う固定費増加などにより

減益。

デバイス精密機器は、精密機器が前年並みとなったが、デバイスが、水晶と半導体ともに減収となったことに

より、前年同期比９億円減益の１９億円。

社内計画との比較について

情報関連機器は、社内計画を下回った。

インクジェットプリンターにおいて、消耗品の売上未達に加え、第2四半期以降のスムーズな新製品の生産立

ち上げを実現するために現流製品の先行生産を行ったことによる生産数量増や原材料の高騰や、タイ洪水

にともなう調達先変更などによるコストダウン未達などにより、計画を下回った。

ビジネスシステムは、POS関連製品の売上未達により、 計画を下回った。

ページプリンターは、売上未達、ビジュアルプロダクツは、プロジェクターの販売未達により計画を

下回った。

デバイス精密機器は、デバイスはほぼ想定どおりだったものの、精密機器において、固定費の抑制

効果もあり計画を上回った。
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0

2011/1Q
営業利益

価格
変動

販管費
増加

（億円）

コスト
変動

数量
変動

為替
影響

2012/1Q
営業利益

197億円減益

36

-46

-44

-95

△161-9 -3

営業利益増減要因分析

営業利益の前年同期比の要因分解

２０１１年度 第１四半期の営業利益３６億円に対し、

数量変動、為替影響、価格変動の減益要因により、

四半期営業損失は１６１億円。
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8,003 7,4077,9828,700 6,926
0

5,000

10,000

15,000

2010/3末 2011/3末 2011/6末 2012/3末 2012/6末

1,511 1,519 1,543 1,622 1,678

0

1,000

2,000

2010/3末 2011/3末 2011/6末 2012/3末 2012/6末

（億円）

（億円）

総資産

たな卸資産

貸借対照表主要項目推移

貸借対照表の主要科目

総資産は、たな卸資産は売上未達の影響により増加したものの、

手元資金の減少や、受取手形及び売掛金の減少などにより、

前期末に比べ４８１億円減少。
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3,116 2,721 3,004 2,398 2,321

32.4%37.5%34.1% 33.5%35.8%

0

2,000

4,000

6,000

2010/3末 2011/3末 2011/6末 2012/3末 2012/6末

2,812 2,692 2,615 2,464 2,005

29.0%
33.3%32.7%33.7%32.3%

0

2,000

4,000

2010/3末 2011/3末 2011/6末 2012/3末 2012/6末

（億円）

（億円）

有利子負債・有利子負債依存度

自己資本・自己資本比率

貸借対照表主要項目推移

*有利子負債：ﾘｰｽ負債を含む
*自己資本：純資産合計-少数株主持分

貸借対照表の主要科目

有利子負債は、借入金の返済を進めたことにより 前期末に比べて７６億円減少し、総

資産の有利子負債依存度は３３．５％。

ネット有利子負債は、１，１７７億円。

自己資本は、第1四半期の業績および為替換算の影響などにより、

前期末に比べ４５８億円減少し、その結果、自己資本比率は２９．０％。
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1) 2012年度 第1四半期決算

2) 2012年度 業績予想

２０１２年度の業績予想



18

6,918 7,230 7,000

1,748
1,730 1,730

10173 10 30
3034

-70-100-93

-2,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

8,7798,779

前年同期比 +81
前回予想比 -230

前年同期比 -18
前回予想比 -

前年同期比 -163
前回予想比 -

8,9008,900

実績 前回予想

消去

（億円）（億円）

8,7008,700

今回予想

情報関連機器

デバイス精密機器

その他

通期通期 売上高売上高

前回
予想

今回
予想

前回
予想

今回
予想

今回
予想

今回
予想

半期半期 売上高売上高

4,1004,100 4,0004,000 4,7004,7004,8004,800

3,280 3,180

3,950 3,820

850 850

880 880

5 5

-45 -55 -25

5510 10

20 20

-45

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1H 1H 2H 2H

2012年度業績予想（売上高） 事業セグメント別

２０１２年度の事業セグメント別売上高予想、上期 / 下期別の内訳

情報関連機器は、上期 / 下期の予想を修正。
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FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

6,9186,918
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事業別売上高予想 情報関連機器セグメント

情報関連機器事業セグメントの事業部門別売上高の内訳

ビジュアルプロダクツ事業は、前回予想から下方修正するものの、

第２四半期以降、案件の確実な取り込みと同時に、短焦点など当社が強みを

持つ競争力の高い戦略製品を中心に拡販することで、市場成長を上まわる

２０％以上の数量成長を目指す。
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事業別売上高予想 プリンター事業
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プリンター事業の製品別売上高予想

プリンター事業は、前回予想を１９０億円下回る５，４６０億円を予想。

インクジェットプリンターは、欧米を中心とした市場の回復感の遅れから、２０１１年度の

本体販売１，４６０万台の実績に対して、５％程度の数量増に下方修正するが、基本戦略につ

いては変更なし。

前年に投入した小型化モデルをプラットフォームとし、ホームおよびオフィス領域向けの

製品ラインナップを大幅に刷新するとともに、今年度新たに新規の小型化プラットフォームを投

入して全面的に競争力を強化することにより、本体数量増による消耗品の売上拡大をはかると

同時に、コストダウンを進める。

また、ラージフォーマットプリンターにおいても、今年度から新たに投入するサイネージや

ＣＡＤ分野向けの新製品は共通のプラットフォームを採用したことにより、大幅にコスト

競争力を向上させており、消耗品の売上拡大とあわせ、下期以降の損益への貢献を予定。

ページプリンターは、競争力の高い製品を投入。

ビジネスシステムは、POS関連製品の米州における案件需要の取り込みや、

SIDMにおける中国の４～６級都市での認定店拡大によるディーラー網整備を進める

ものの、欧州における投資抑制影響を受け、下方修正。
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事業別売上高予想 デバイス精密機器セグメント

デバイス精密機器セグメントの事業部門別売上高の内訳

デバイス事業、精密機器事業ともに、前回予想から変更なし。

精密機器事業は、ウオッチにおいて、ムーブメントに減速感はあるものの、

ソーラー電波時計などが堅調に推移することから、前回予想どおりを

見込む。



22

-200

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

FY2011 FY2012 FY2012

（億円）（億円）

1,1161,116 1,0101,010

実績 前回予想

（億円）（億円）

1,0101,010

今回予想

通期通期 売上高売上高

前回
予想

今回
予想

前回
予想

今回
予想

今回
予想

今回
予想

半期半期 売上高売上高

500500 500500 510510510510

-100

0

100

200

300

400

500

600

700

1H 1H 2H 2H

水晶デバイス

半導体

事業別売上高予想 デバイス事業
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デバイス事業の製品別売上高予想

水晶デバイス、半導体ともに、欧米を中心として景気先行き不透明感はある

ものの、需要を確実に取り込んでいくことにより、前回予想から変更なし。
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2012年度業績予想（営業利益） 事業セグメント別

営業利益の事業セグメント別予想と、上期 / 下期別の内訳

情報関連機器は、上期については、第１四半期の出遅れもあることから下方修正、

下期においては、上方修正。

インクジェットプリンターは、本体販売数量の見直しに伴い、生産・在庫計画の見

直しもすることで、下期に向け適切に損益をコントロールする。

あわせて、本体価格維持や新製品投入によるモデルミックスの改善の効果を見込

む。

またビジネスシステム、ビジュアルプロダクツにおいては減収となるものの、

モデルミックス改善効果や固定費削減効果を織り込む。

デバイス精密機器は、水晶、半導体のマイクロデバイス事業において、

固定費削減や変動費改善などの諸施策が効果として表れていることから、

前回予想から変更なし。
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減価償却費設備投資減価償却費設備投資

50404625その他・調整額

10012010168デバイス精密機器

310430227295情報関連機器

FY2012予想FY2011実績＜セグメント別内訳＞

設備投資と減価償却費

設備投資は 前回予想どおりの５９０億円を、

減価償却費については４５０億円から４６０億円に見直し。
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フリーキャッシュフロー予想

キャッシュフロー

業績予想の修正にともなって、前回の１００億円を予想したフリーキャッシュ

フローはゼロに見直し。
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主な経営指標の推移

主な経営指標

ＲＯＳは ３．２ ％、 （営業利益率）

ＲＯＡは ３．９ ％

ＲＯＥは ２．１ ％
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